
は じ め に

本書は、科学研究費補助金基盤研究（B）「社会教育・福祉・コミュニティ
支援を統合するシステムと理論、専門職形成の比較研究」（研究代表者・松田
武雄、2015–2017 年度）において調査研究してきた成果のまとめである。こ
の間、研究課題は異なるが、その底流にある本質的な問題意識は継承して、
10 年間共同研究してきた。最初は、基盤研究（B）「社会教育・生涯学習の再
編とソーシャル・キャピタルに関する実証的研究」（研究代表者・松田武雄、
2008–2010 年度）、次に基盤研究（A）「コミュニティ・ガバナンスと社会教育
福祉システムの構築に関する欧米とアジアの比較研究」（研究代表者・松田武
雄、2011–2014 年度）、そして今回で計 10 年にわたるプロジェクトである。8
割ほどのメンバーは固定して、2 割ほどのメンバーがそのつど変わってきた。
そして、それぞれの基盤研究の最後にまとめとして、『社会教育・生涯学習
の再編とソーシャル・キャピタル』（2012 年）、『社会教育福祉の諸相と課題』

（2015 年、いずれも大学教育出版）を出版した。まずは、10 年間にわたる共
同研究を支援して頂いた学術振興会に感謝申し上げるとともに、共同研究者の
皆さんにお礼申し上げたい。

特に基盤研究（A）では、予算が潤沢に措置されていたことにより、毎年、
国際会議を開き、私たちの研究課題のキーワードである Social Pedagogy に
ついてヨーロッパの研究者と討議できたことが大きな成果であった。中でも、
科研費のメンバーがほぼ全員ドイツに行き、ドイツで大きな国際会議を開催で
きたことは、Social Pedagogy の研究にはずみをつけることができた。私たち
が 10 年前に Social Pedagogy の研究を細々と始めた頃に比べると、現在、そ
の研究の広がりは隔世の感がある。欧米の多くの研究者とネットワークをつく
ることができ、日本の Social Education も、ヨーロッパの Social Pedgogy の
領域で少しずつ認知されてきた。2018 年 2 月にはメキシコで、International 
Conference Social Pedagogy and Social Education が初めて開催され、世界
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の Social Pedagogy と Social Education の研究者が一堂に会して、国際学会
が盛大に行われた。私たちの科研費メンバーから 4 人が発表し、研究交流がで
きた。

さらに、欧米だけでなく、アジアにおいても社会教育と福祉と地域づくりを
つなぐような実践と研究が行われており、韓国、中国、ウズベキスタン、香港、
東南アジア諸国の研究を行い、『社会教育福祉の諸相と課題』では多彩な比較
研究をおこなっている。このような比較研究から、日本の社会教育発展への示
唆を得ることができるものと考えている。

しかし、私たちのプロジェクト研究では、日本の厳しい社会教育の現状を直
視し、その現状を打開できるような研究を行うという点では弱かったと言わざ
るをえない。本書でそれがどこまで探究できたのか、自信はないが、多少なり
とも示唆を提示できれば幸甚である。

本基盤研究は、本来、2018 年度まで継続する予定であったが、新たな科学
研究費基盤研究（B）「社会教育・福祉・予防医療の連携とコミュニティ・エ
ンパワーメントの実証的比較研究」が採択されたため、2017 年度でひとまず
終了することになった。メンバーが大学で管理職等多忙な職に就くようになり、
計画していた通りには研究が進まなかったが、社会教育専門職研究の今日的な
重要性に鑑み、今回もまとめの単行本を出版することにした。皆さん極めて多
忙な中での出版であり、綱渡り状態であったが、メンバーの協力で何とか出版
にこぎつけることができた。

社会教育専門職といっても、日本の文脈では公民館主事に焦点化し、社会教
育主事等他の専門職にはほとんど言及していない。本書のテーマである「社会
教育と福祉と地域づくりをつなぐ」という観点からすると、地域に根づき、そ
の専門性が多様性を有する公民館主事が、最も柔軟にこの機能を創造的発展的
に担うことができると考えたからである。そして関連して、コミュニティにお
ける支援者、韓国・中国・スウェーデンの専門職の動向と、カナダの難民支援
スタッフ、ウズベキスタンの地域リーダーについて考察している。現在の社会
教育関連職員の可能性を考える上では、甚だ不十分であることは承知している
が、私たちの3年間にわたる研究の成果として一応の区切りとすることにした。



しかし、本研究の問題意識はこれで終わるわけでなく、新しい基盤研究の研
究課題に引き継いで継続していく。とはいえ、この間続けてきた共同研究は、
今回の基盤研究を持って終了する。最後に、社会教育概念の新たな構築につな
がるような理論的考察を図るべく努めたいものだと考えている。

今回も、本書を出版するにあたり、大学教育出版の佐藤守社長に大変お世話
になりました。感謝申し上げます。また、本書の編集作業を、名古屋大学大学
院生の大村隆史さんにしていただきました。ありがとうございました。

2019 年 3 月
松田　武雄
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